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8月12日

会場 Eastに行き， 2， 3講演をきく， Workshop 

は Dr. GI B ~ ON (大英博物館)の主宰する博物館にお

ける標本管理の問題て、あった.次回オーストラ リアに

おいては， 目黒寄生虫館も何らかの発言をすべきであ

ろうと思った

• 割

目黒寄生虫館からの研究発表

わが館からは，2題の研究発表を行った.その概要

を記録しておく.

Studies on Di戸lozoonni戸ρonicumGOTO， 1891， 

No. 32. Ecology & Development. Satoru KAMEGAI 

& Atsuo ICHIHARA 

(1)自然界における観察 ・D.nitt.の感染は河川及び

湖沼の水底においておこる フナにおいては雄の方が

雌より感染率が高い.季節的には夏期は冬期より感染

率が高い.

(2)実験的観察 冬期においても， 200 C に保てば産

卵がおこる.成虫をシャーレの中で‘水中に保つと，奇

形卵や， 卵放の内容の欠けた空卵を産出することがあ

る.産卵は早朝及び夕刻におこりやすい.水温l5"C

以下では感染は起らない. 180_230 Cが適温である

Oncomiracidiumを金魚にかけると，まず体表， J'!sち

魚鱗に附着し，鱗の上をすばやく這い廻り，魚の口腔

や鯨蓋のすき聞から魚の内部に侵入する.感染後12時

間たつと限点は50%消失しており， 24時間で完全にな

くなる.JJ易管の色素斑は感染後1時間で3対出現し，

間もなく 5対になる，金魚、への実験的感染は40-50%

に成功する.

以上の如く ，D. niρρ.について行って得た新知見の

一部をまとめて発表したわけで‘ある.

この発表については，印度や，台湾、， 北米の研究者

から質問をうけ，意見を承った.とくに実験にステロ

イドホノレモンを使ってみたらとい う意見もあった.

On metacercaria and adult of Galaclosomum sp 

from Nagaskai Pref.， Japan. Shunya KAMEGAI， 

Norio YA~UNAGA ， Shichiro OGAWA， Eiichi HIRA-

号、
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暑い歩道をブラプラ歩く.小さい電車が何台か:iis結し

て歩道を走っている. やがてトンネノレの入口の待合室

につく，長い行列をつく ってキッ プを貿う.改札を通

過すると準備室のような部屋に案内される ここで支

度をするのだ.まづゴム長をはき，ゴムの合羽をかぶ

る そして黒装束の一団がエレベーターで下りるので

ある.そこからトンネノレは滝の裏側にそって右に向う

トンネノレの途中から直角に滝にむかつて校がわかれて

いる.そのつきあたりに孔が空いて外を見るわけだが，

滝の水は厚いので何も見えない ただ明るいだけであ

る.水しぶきが遠慮なく頭からかかる，こんな処が3

ケ所作ってある.

一本の側校はのびて外に出る そこは滝が横から見

るようになっていて， 一寸した岩の台地となっている

こう して滝を棋から，哀から，上から見るよ うにな

ってはいるけれども，私は，はじめに見た水のなだれ

込む姿程の感動は，他ではうけなかった.

地ひびきをあげて落下する水の塊りは， 壮観である

3時45分集合 4時出発， 1時間でホテノレにつく.

夕食に出る.中華料理というものを食べたが一向に

うま くない 9n寺目黒に電話，目黒は朝の10時.患者

さんのこと，学君がうまく処理している.皆が元気よ

く一日をはじめているので一安心

レストラン前庭から見たナイヤガラの滝

KAWA. 

長崎県の養殖場では1976年頃より，ハマチ， イシダ

イ，マアジ等の当歳魚が夏に狂奔病をおこし発病し

たら死ぬために養殖業に多大の被害をもたらしている.

原因は魚の脳内に吸虫類の l種 Galaclosomu11'lsp. 

のメタセノレカリアが被のうしているためで、あった. こ

の虫の成虫を得るために，アイガモ，コイサギ，マウ

②と③はつまらん

①は少しよかった
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ス、，ネコ等を用いて感染実験を試みたが成功しなかっ 終えた.もう二度とトロントに来る機会もなかろうと，

た.そこで狂奔病発生時期に現地で捕獲した海鳥(ウ 窓から見た市庁舎の風景をスケッチする.林立する高

ミネコ)を剖検して， その腸より始めて子宮に虫卵の 層ヒーノレの左手がそれだ 市庁の右側の高架道路に万国

充満した成虫を得た本属の吸虫は主として鳥を終宿 旗がずらりと並んで，そよ風にゆれているのが美しし¥

主として世界各地に分布し，現在まで、に20種の報告が 711寺30分出発，黒人のタクシーに乗って空港へむか

ある目今回の虫は Galacloso11'lumcochleω. (RUD.， う 91時40分，俊也君らと別れて，私一人パンク ーバ

1819)に似ているが，この種より小型の虫卵を有して 一行きにのる 俊也君らは少しおくれて，ニューヨー

いることで区別され，新しい筏と考えられる. クへ周るのだ.

発表が終って部屋にもどる.夕食はなにかうまい物 機中，湯川博士の甥という青年と同席する.星清美

をというわけで，俊也君夫妻とスイス料理に行く.こ 君といってアメ リカの大学に留学しているそうだ.お

れは大変うまかった.明朝は帰国だ 荷物を片付ける. 陰で・退屈せずにパンクーパーにつく .11時25分だ.

ベッ トに入るーなぜか頭が冴えてねむれない とう 空港の待合室でいささか驚いたことがある.それは

とう空が明るくなる 入浴してすっかり 出発の準備を 余りにも白木人客の多いことだ.待合室はほぼ満員で、

時下凶e崎守!臨書'
"9'1'・開 、

，付加l""部在山

会議場の窓から見た高層ビノレ

あるが，殆んどが日本人， 外人を探すのがむづかしい

位だ. 8年百IIには，同じこの空港で日本人の学生の団

体と一緒にはなったが，それでもやはり外人の方が多

かったように記憶している.

パンクーパーから成田までは快H青，快適な空の旅だ.

三井物産の社員の方と，いろいろ話し合った 米国側

が回捜査で，日本の商社を摘発した事件の最中であっ

たので，それについて在米商社マンの意見をきいてみ

た.すると，今回の IBMのやり方は特別なものでは

ない また，これで日米間に悪感情がもり上るという

ようなことは少なくとも，米国似~ではないだろうとの

事でーあった それで私は少し安心した.

成田の上空では，約20分間またされた.正確に3時

41分着陸，早速目黒に電話， タクシーで目黒までとば

す 目黒では，皆が大喜びで迎えてくれた.

ICOPA V 会場でのスナップ

右からレベリン (Dr.J. LLEWELLYN)，マノレコリ
ス (Dr.L. MARGOLlS)， 筆者， fl色谷(俊)， í~谷

みどりの各氏.

右から筆者，プレイ (Dr. R. A. BRAY)，ギブソ

ン (Dr.D. I. GIBSON)， マノレゴリスの各氏.
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右からロード (Dr.K. ROHDE)，筆者， 小川和夫，

亀谷(俊)の各氏.

右からマノレゴリス，ユウゼ (Dr.L. EUZEr)， ロ

ベッツ ・ロマン (Dr.R. LOPEZ-LOMAN)， i色谷
(俊)の各氏田

短

(Rì'3和57年 7 月 ~9 月〉

7. 1 三協美術(株)より「楽しい熱帯旅行のための街

生読本J2，000冊納品.
7. 2 湘央医学技術専門学校学生89名見学に来館.

7.10 江戸川区小岩保健所よりタラの寄生虫につき鑑

定依頼

7.11 杉並区新生会より20名見学に来館.

7.14 冷凍食iRI検査協会よりイカの寄生虫につき鑑定

依頼.

7.17 本日 より当館にて寄生虫分類形態談話会の会計

を引継ぐ.

7.21 東京都博物館協議会総会に出席，吉田事務局長

8. 9 第5巨l国際寄生虫学会議に:11m古のためカナダ，
トロ ント市へ向う，館長と亀谷(俊〉研究員夫妻.

~~: 

右から亀谷(俊)，荘保忠三郎， プリッチャード

(Dr. M. H. PRIICHARD)，筆者の各氏.

右からロベッ ツ・ロマン，アライ (Dr.H. P. 

ARAr) ， ffl谷みどり，筆者の各氏.

8.11 イト ーヨ ーカドーより牛肉の異物について鑑定

依頼.

8.14 京都公害研究所よりカツオの寄生虫につき鑑定

依頼.

8.14 館長， トロント市での国際会議より帰国.

8.17 埼玉県立川越高等学校，高橋守先生，大野標本

を検鋭に来館.

8.21 法政大学社会学科 3年生， 加藤秀行君，本日よ

り博物館学の実習の一環として来館 (1週間の

予定).

8.25 カナタ ・トロント市での国際会議に出席したあ

とアメリカ合衆国の 2，3の寄生虫研究所を視

察して帰国，亀谷(俊〕研究員夫妻.

9. 1 当館1I1~室修理.

9. 2 横浜高等教育専門学校学生19名見学に来館

9. 4 中華民国台湾寄生虫病訪門団，謝f~k臣団長以 F
16名見学。 (次頁につづく〕
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9. 8 読売新聞記者，浜本良一氏取材のため来館.

9. 8 逗子へ魚受領のため出向く，市原研究員.

9.16 目黒碑文谷保健所よりカツオの寄生虫につき鑑

定

9.17 慶応大学医学情報センターへ文献えつらんに出

向く，市原研究員.

9.28 東京文化医学技術専門学校学生.45名見学に来

館.
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財団
法人 目黒寄生虫館 へ の案内

所在地東京都目黒区下目黒4丁目 1-1

干 153 T E L (03) 716-1264 

入場無料

開館時間 10.00 A 目 M.~5.00 P.M

(4.30.P.M.までに入館〕

行
川
川

手L目
、事I~

I ~τ 

休館日 月曜日，祝日，年末年始

国電目黒駅下車西日パ/'.停より(どのパス

でも可)2ツ目大鳥神社lIIi下車，パスの進

行方向に約50m

目黒寄生虫館ニュース 149号(昭和57年9月〕

発行所財団法人目黒寄生虫館 発行者館長 ・医博亀谷 了

東京都目黒区下目黒 4-1-1 編集市原醇郎

干153 電話 (716)1264 印刷所三協美術印刷株式会社

1部 ￥100 送料実費


